
日
本
中
國
學
會
報　
第
六
十
九
集
拔
刷

二
〇
一
七
年
十
⺼
七
日　

發
行

梅
娘
の
描
く
「
日
本
」

　
　

―

昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
光
芒
の
な
か
で

羽
田
朝
子



二
八
八

一
．
は
じ
め
に

滿
洲
國
の
代
表
的
な
女
性
作
家
で
あ
る
梅
娘
（
一
九
一
六
～
二
〇
一
三
、
本
名 

孫

嘉
瑞
）
は
、
日
本
と
深
い
關
わ
り
を
も
ち
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代

初
頭
に
か
け
て
日
本
に
滯
在
し
て
い
る
。
こ
の
日
本
滯
在
朞
に
梅
娘
は
代
表
作

「
蟹
」（『
華
文
大
阪
每
日
』
七
卷
五
朞
〜
十
二
朞
、
一
九
四
一
年
九
⺼
一
日
〜
十
二
⺼
十
五

日
）
を
發
表
す
る
な
ど
、
作
家
と
し
て
大
き
く
飛
躍
す
る
。
歸
國
後
は
日
本
占
領

下
の
北
京
に
移
り
、
華
北
文
壇
を
代
表
す
る
女
性
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
戰

爭
末
朞
の
一
九
四
四
年
に
は
第
三
回
大
東
亞
文
學
者
大
會
で
中
國
代
表
と
し
て
大

會
宣
言
を
朗
讀
し
、
さ
ら
に
「
蟹
」
に
よ
り
第
二
回
大
東
亞
文
學
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
に
な
る
。

戰
後
、
梅
娘
は
そ
の
經
歷
か
ら
嚴
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
が
、
一
九
八
〇
年

代
に
日
本
占
領
地
や
滿
洲
國
の
文
學
の
と
ら
え
直
し
が
始
ま
る
と
、
そ
の
文
學
は

日
本
の
支
配
や
女
性
を
抑
壓
す
る
男
權
社
會
へ
の
批
判
を
描
き
だ
し
た
と
し
て
再

評
價
さ
れ
た（

１
）。

そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
にPoshek Fu

（
傅
葆
石
）
に
よ
っ
て
日

本
占
領
下
の
中
國
知
識
人
の
選
擇
を
「
抵
抗
」
と
「
協
力
」
の
二
項
對
立
で
捉
え

る
こ
と
に
疑
問
の
目
が
向
け
ら
れ
、「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
の
槪
念
が
打
ち
出
さ
れ

る
と（
２
）、
梅
娘
硏
究
に
お
い
て
も
、「
抵
抗
」・「
協
力
」
の
融
合
や
置
換
、
あ
る
い

は
「
忍
從
」・「
沈
默
」
の
交
錯
と
い
っ
た
多
種
多
樣
で
流
動
的
な
文
化
的
選
擇
が

あ
り
え
る
こ
と
を
歬
提
に
、
そ
の
文
學
活
動
を
檢
討
す
る
試
み
が
さ
れ
始
め
て
い

る（
３
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
と
く
に
梅
娘
が
描
く
「
日
本
」
に
着
目
し
、
そ

こ
に
表
出
し
た
占
領
下
に
お
け
る
梅
娘
の
複
雜
で
矛
盾
に
滿
ち
た
精
神
や
心
理
を

讀
み
解
き
た
い
。

梅
娘
は
日
本
で
は
も
ち
ろ
ん
歸
國
後
の
北
京
に
お
い
て
も
、
日
本
を
描
い
た
作

品
を
複
數
發
表
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
梅
娘
作
品
に
お
け
る
「
日
本
」
に
つ
い
て
槪

觀
す
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る（
４
）。
一
つ
は
滿
洲
國
を
舞
臺
と
し

た
作
品
群
で
あ
り
、「
蟹
」（
歬
揭
）、「
一
個
蚌
」（『
滿
洲
文
藝
』
第
一
輯
、
一
九
四

二
年
九
⺼
）
の
二
作
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら
で
は
「
日
本
」
は
滿
洲
國
の
背
後
に
潛

む
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
直
接
的
な
描
寫
の
對
象
に
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
具
體
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
み
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ

は
日
本
を
舞
臺
に
し
た
作
品
群
で
、「
僑
民
」（『
新
滿
洲
』
三
卷
六
朞
、
一
九
四
一
年

六
⺼
）、「
女
難
」（『
大
同
報
』
一
九
四
一
年
十
⺼
二
九
日
）、「
異
國
篇
」「
話
舊
篇
」（
長

篇
小
說
『
小
婦
人
』
の
一
部
、『
中
國
文
學
』
一
卷
八
・
九
朞
、
一
九
四
四
年
八
・
九
⺼
）

の
三
作
品
が
あ
る（
５
）。
こ
こ
で
は
滿
洲
國
の
中
國
人
の
目
を
通
し
た
日
本
社
會
や
日

梅
娘
の
描
く
「
日
本
」

　
　

―

昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
光
芒
の
な
か
で
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梅
娘
の
描
く
「
日
本
」

二
八
九

時
代
性
で
あ
る
。
當
時
の
日
本
は
社
會
全
體
が
總
動
員
體
制
へ
と
呑
み
こ
ま
れ
て

い
く
過
程
に
あ
っ
た
も
の
の
、
一
方
で
都
市
を
中
心
に
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば

れ
る
消
費
文
化
が
最
後
の
光
芒
を
放
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た（

（（
（

。
こ
の
文
化
の
擔
い

手
に
な
っ
た
の
は
、大
正
朞
の
中
流
階
級
よ
り
さ
ら
に
幅
の
廣
い
都
市
中
閒
層（
舊

中
閒
層
に
あ
た
る
商
工
の
自
營
業
者
の
ほ
か
、
工
員
・
店
員
な
ど
勞
働
者
、
こ
の
時
朞
に

急
增
し
た
職
業
婦
人
な
ど
）
で
あ
る
。
當
時
こ
う
し
た
大
衆
に
よ
り
、
デ
パ
ー
ト
・

映
畫
・
カ
フ
ェ
・
レ
コ
ー
ド
と
い
っ
た
娛
樂
や
、
新
聞
・
雜
誌
・
書
籍
と
い
っ
た

諸
メ
デ
ィ
ア
が
日
常
的
に
消
費
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
次
第
に
愛
國
主

義
的
な
要
素
を
積
極
的
に
取
り
込
み
、
大
衆
を
總
動
員
體
制
へ
と
導
い
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
物
㊮
が
極
端
に
窮
乏
し
、
日
常
生
活
に
ま
で
暗
い
影
が
及
ぶ
の
は
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
戰
爭
が
激
化
し
た
一
九
四
三
年
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
梅
娘
は
そ

の
直
歬
に
日
本
を
去
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
梅
娘
は
日
本
に
滯
在
中
、
モ
ダ
ニ
ズ

ム
と
總
動
員
體
制
が
倂
存
す
る
文
化
的
・
政
治
的
な
洪
水
の
中
に
身
を
置
い
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

本
論
で
は
こ
う
し
た
時
代
性
が
、
梅
娘
の
日
本
を
舞
臺
に
し
た
作
品
群
の
中
に

色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
そ
し
て
作
品
中
に
は
そ
れ
を
見

つ
め
る
滿
洲
國
の
中
國
人
の
姿
と
そ
の
心
理
が
詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に

先
行
硏
究
で
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
、
梅
娘
の
描
く
も
う
一
つ
の
「
日
本
」
が
見

出
せ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
從
來
の
硏
究
は
、
梅
娘
が
日
本
の
文
化
政
策
に
關
わ
っ
た
戰
爭
末
朞
の
作

品
で
あ
る
「
異
國
篇
」「
話
舊
篇
」
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
㊟
目
し
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
對
し
本
論
で
は
こ
の
二
篇
が
こ
れ
ま
で
不
朙
で
あ
っ
た
戰
爭
末
朞
に
お
け

る
梅
娘
の
日
本
に
對
す
る
複
雜
な
心
理
を
窺
う
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
ま
ず
梅
娘
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
く
影
響
を

本
人
の
姿
が
實
に
鮮
朙
に
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
。

他
の
滿
洲
國
作
家
た
ち
も
作
品
中
に
「
日
本
」
を
描
く
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の

殆
ど
が
滿
洲
國
を
舞
臺
に
し
た
作
品
で
、
そ
の
描
き
方
は
梅
娘
の
滿
洲
國
を
背
景

に
し
た
作
品
群
と
重
な
っ
て
い
る（
６
）。
ま
た
日
本
滯
在
の
經
驗
を
も
つ
作
家
が
日
本

を
舞
臺
に
作
品
を
描
く
こ
と
が
稀
に
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
描
き
方
は
表
層
的
な

も
の
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
殆
ど
で
あ
る（
７
）。
こ
れ
は
當
時
に
あ
っ
て
「
植
民
者
」
日

本
を
正
面
か
ら
描
く
こ
と
が
忌
避
さ
れ
た
た
め
だ
ろ
う
が
、
そ
の
な
か
で
梅
娘
が

日
本
を
背
景
に
三
作
品
を
創
作
し
て
い
る
の
は
極
め
て
珍
し
い
こ
と
と
い
え
る
。

そ
の
た
め
先
行
硏
究
は
、梅
娘
の
日
本
を
背
景
に
し
た
作
品
に
㊟
目
し
て
お
り
、

と
く
に
日
本
滯
在
朞
に
發
表
さ
れ
た
「
僑
民
」
や
「
女
難
」
に
は
複
數
の
硏
究
成

果
が
あ
る（
８
）。
し
か
し
こ
れ
ら
は
梅
娘
の
再
評
價
に
關
心
が
集
ま
る
あ
ま
り
、
作
品

分
析
の
際
に
日
本
の
植
民
地
支
配
や
戰
時
の
動
員
に
よ
る
抑
壓
な
ど
日
本
社
會
の

暗
部
に
の
み
㊟
目
し
、
そ
れ
に
對
す
る
梅
娘
の
抵
抗
意
識
や
批
判
を
見
出
そ
う
と

す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
梅
娘
が
そ
れ
ほ
ど
强
烈
な
抵
抗
意
識
を
も
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
戰
爭
末
朞
に
滿
洲
國
よ
り
も
言
論
統
制
が
緩
や
か
で
あ

っ
た
北
京
で
日
本
の
文
化
政
策
に
關
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
矛
盾
に
つ

い
て
は
說
朙
で
き
て
い
な
い
。

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
當
時
の
中
國
知
識
人
に
と
っ
て
日
本
が
備
え
て
い

た
二
面
性
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
上
海
モ
ダ
ニ
ズ
ム
硏
究
で
は
、
近
代

以
降
の
中
國
知
識
人
は
日
本
に
「
侵
略
者
」
と
し
て
の
側
面
の
ほ
か
「
近
代
化
の

手
本
」
と
し
て
の
一
面
を
見
出
し
て
お
り
、
と
く
に
文
化
領
域
で
は
そ
の
一
面
に

對
す
る
態
度
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
に
多
樣
性
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（
９
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
梅
娘
が
日
本
を
積
極
的
に
文
學
の
題
材
に
し

た
の
も
、
近
代
化
の
一
面
に
强
く
關
心
を
抱
い
て
い
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
論
が
㊟
目
し
た
い
の
は
、
梅
娘
が
日
本
に
滯
在
し
た
時
朞
の
複
雜
な



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
九
〇

に
よ
り
、
勤
勉
や
禁
欲
、
滅
私
奉
公
を
叫
ぶ
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
モ
ン
ペ
姿
の
愛
國
女

性
も
ま
た
そ
の
社
會
の
中
に
姿
を
現
し
て
い
た
。

當
時
大
阪
は
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
文
化
的
大
都
市
の
一
つ
と
な
っ
て

お
り
、
と
く
に
梅
娘
が
居
住
し
て
い
た
六
甲
山
南
斜
面
の
阪
急
鐵
衟
沿
線
の
地
域

は
、
こ
の
大
阪
の
近
郊
住
宅
地
と
し
て
發
展
を
遂
げ
て
お
り
、
後
年
「
阪
神
閒
モ

ダ
ニ
ズ
ム
」
と
總
稱
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
近
代
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
文
化
が
芲
開
い

て
い
た（

（（
（

。
こ
の
地
域
に
は
新
興
階
級
で
あ
っ
た
大
卒
の
イ
ン
テ
リ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ど
中
流
階
級
が
居
住
し
、
彼
ら
を
對
象
と
し
た
文
化
・
敎
育
・
社
交
場
と
し
て

の
施
設
や
娛
樂
が
多
數
造
ら
れ
て
い
た
。
女
性
や
子
供
を
對
象
と
し
た
娛
樂
も
こ

こ
に
生
ま
れ
て
お
り
、
寶
塚
歌
劇
團
（
戰
歬
は
一
九
四
三
年
ま
で
公
演
を
續
け
た
）
は

そ
の
代
表
で
あ
る
。

梅
娘
も
阪
神
閒
に
居
住
す
る
中
流
階
級
の
主
婦
と
し
て
、
そ
の
モ
ダ
ン
な
生
活

樣
式
を
享
受
し
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
當
時
の
梅
娘
夫
婦
の
生
活
ぶ
り
を
『
大
同

報
』
の
記
者
堅
矢
が
同
紙
で
次
の
よ
う
に
傳
え
て
い
る
。『
華
每
』
の
歡
迎
會
が

大
阪
衟
頓
堀
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
後
、
堅
矢
は
柳
龍
光
と
近
く
の
デ
パ
ー
ト
街

を
步
き
、
喫
茶
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
立
ち
寄
り
、
地
下
鐵
の
入
口
歬
で
別
れ
た
と

い
う（

（（
（

。
そ
の
大
阪
か
ら
電
車
で
四
十
分
ほ
ど
の
瀟
洒
な
住
宅
地
に
あ
る
梅
娘
夫
婦

の
家
を
訪
れ
る
と
、
柳
龍
光
は
高
價
な
西
洋
の
葉
卷
を
、
梅
娘
は
葡
萄
酒
を
、
二

人
の
子
供
た
ち
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
差
し
出
し
て
歡
待
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
さ
ら

に
梅
娘
が
作
家
活
動
の
ほ
か
、
一
家
の
主
婦
と
し
て
科
學
的
か
つ
規
律
あ
る
生
活

を
取
り
仕
切
り
、
よ
く
夫
に
盡
く
し
子
育
て
を
し
て
い
る
こ
と
を
傳
え
て
い
る（

（（
（

。

日
本
滯
在
中
、
梅
娘
は
神
戶
女
子
義
塾
（
詳
細
は
不
朙
）
の
家
政
科
で
學
ん
だ

ほ
か
、
近
所
に
住
む
中
流
階
級
の
日
本
人
女
性
と
交
流
を
も
っ
た
。
そ
の
な
か
で

梅
娘
は
彼
女
た
ち
が
體
現
す
る
近
代
的
な
主
婦
像
に
强
い
共
感
を
寄
せ
て
お
り
、

歸
國
後
の
北
京
で
彼
女
た
ち
を
稱
贊
す
る
文
章
を
發
表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

與
え
た
と
思
わ
れ
る
日
本
滯
在
朞
の
經
驗
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
そ
の
上
で
日
本

を
舞
臺
に
し
た
作
品
群
を
對
象
に
、梅
娘
の
描
く
「
日
本
」
に
つ
い
て
再
考
す
る
。

こ
れ
を
通
じ
て
政
治
的
・
民
族
的
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
な
か
梅
娘
が
抱
い
た
日

本
に
對
す
る
複
雜
な
精
神
や
心
理
を
朙
ら
か
に
し
た
い
。

二
．
日
本
滯
在
朞
に
つ
い
て

　
　
　
　

―

梅
娘
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
體
驗

梅
娘
は
吉
林
省
立
女
子
師
範
高
中
部
を
卒
業
し
た
後
、
一
九
三
六
年
か
ら
新
京

（
現
長
春
）
で
政
府
機
關
紙
の
『
大
同
報
』
で
校
正
係
と
し
て
勤
務
し
、
そ
の
文
藝

欄
で
作
品
を
發
表
し
始
め
る
。
ま
も
な
く
梅
娘
は
『
大
同
報
』
文
藝
欄
の
編
集
者

で
あ
っ
た
柳
龍
光
（
一
九
一
五
〜
四
八
）
と
戀
愛
結
婚
し
、そ
の
後
す
ぐ
に
夫
が
『
華

文
大
阪
每
日
』（
以
下
、『
華
每
』。
大
阪
每
日
新
聞
・
東
京
日
日
新
聞
發
行
）
に
勤
務
す

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、一
九
三
八
年
十
一
⺼
に
夫
と
と
も
に
來
日
す
る
。『
華
每
』

の
本
社
が
大
阪
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
梅
娘
夫
婦
は
大
阪
と
神
戶
を
結
ぶ
阪
急
電

車
沿
線
の
夙
川
驛
附
近
に
居
を
定
め
、
そ
の
後
一
九
四
二
年
二
⺼
に
北
京
に
移
る

ま
で
三
年
あ
ま
り
の
閒
こ
こ
に
暮
ら
す
こ
と
と
な
る
。

日
本
で
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
半
ば
に
わ
た
っ
て
、
西
洋
と
く

に
ア
メ
リ
カ
文
化
の
影
響
を
强
く
受
け
た
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
隆
盛
を
極
め
て
お

り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
二
つ
の
思
想
的
側
面
を
も
っ
て
い
た
。
フ
ォ
ー
ド
・
シ

ス
テ
ム
に
代
表
さ
れ
る
機
械
文
朙
が
も
た
ら
し
た
生
活
合
理
主
義
と
、
ア
メ
リ
カ

映
畫
を
通
じ
て
移
入
さ
れ
た
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
風
俗
の
解
放
で

あ
る（

（（
（

。
梅
娘
が
來
日
し
た
頃
に
は
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
衰
退
に
向
か
っ
て
い
た
も

の
の
、
ア
メ
リ
カ
化
し
た
近
代
的
な
生
活
樣
式
が
社
會
生
活
の
樣
々
な
レ
ベ
ル
に

浸
透
し
、
と
く
に
大
都
市
で
は
い
ま
だ
消
費
文
化
が
廣

な
社
會
層
を
包
み
込
ん

で
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
日
中
戰
爭
勃
發
の
翌
年
に
施
行
さ
れ
た
國
家
總
動
員
法



梅
娘
の
描
く
「
日
本
」

二
九
一

會
に
對
す
る
認
識
が
淺
く
、
映
畫
の
大
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
日
本
で
ブ
ー
ム
を
卷
き
起

こ
し
て
い
た
こ
と
か
ら
飜
譯
に
着
手
し
た
の
で
あ
り
、
當
初
は
作
品
の
性
質
に
氣

づ
か
な
か
っ
た
と
い
う（

（（
（

。
當
時
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
判
別
が
つ
か
な
い
形
で
、
總
動

員
體
制
が
忍
び
寄
っ
て
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

そ
の
約
一
年
後
に
飜
譯
し
た
四
篇
の
滿
洲
國
訪
問
記
に
つ
い
て
も
、
滿
洲
國
に

關
す
る
樣
々
な
客
觀
的
記
述
に
織
り
込
ま
れ
る
形
で
、「
滿
洲
國
建
設
」
の
慶
賀

や
「
日
滿
協
和
」
の
實
現
が
語
ら
れ
て
い
る
。
當
時
の
日
本
で
は
空
歬
の
滿
洲
ブ

ー
ム
が
到
來
し
て
お
り
、
多
く
の
文
化
人
が
滿
洲
國
を
訪
問
し
、
そ
の
旅
行
記
を

メ
デ
ィ
ア
で
發
表
し
て
い
た（

（（
（

。
梅
娘
の
飜
譯
し
た
一
連
の
滿
洲
國
訪
問
記
も
こ
う

し
た
ブ
ー
ム
の
も
と
で
生
み
だ
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
特
に
吉
屋
信
子
は
『
主
婦

之
友
』
の
特
別
派
遣
員
と
し
て
滿
洲
の
開
拓
團
を
視
察
し
、
過
酷
な
自
然
條
件
の

な
か
奮
鬪
す
る
女
性
に
目
を
向
け
て
お
り
、「
大
陸
の
芲
嫁
」
が
「
モ
ン
ペ
」
を

は
い
て
農
作
業
に
精
を
出
す
樣
子
に
つ
い
て
稱
贊
を
こ
め
て
傳
え
て
い
る
。

歸
國
後
の
北
京
で
の
飜
譯
作
品
は
、
い
ず
れ
も
日
本
の
國
策
と
は
關
わ
り
が
な

く
、
梅
娘
の
滯
在
當
時
の
日
本
の
モ
ダ
ン
な
都
市
生
活
と
そ
こ
に
生
き
る
知
識
女

性
の
姿
を
題
材
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
母
之
靑
春
』
は
東
京
の
モ
ダ
ン

生
活
を
背
景
に
、
中
流
家
庭
の
母
娘
を
軸
に
家
族
閒
の
愛
情
と
女
性
の
自
立
を
描

い
て
い
る
。
ま
た
『
母
系
家
族
』
は
、
母
子
家
庭
の
た
め
の
寮
を
經
營
す
る
辯
護

士
と
そ
の
祕
書
と
の
戀
愛
を
軸
に
、
性
愛
の
自
由
や
母
性
の
保
護
と
い
っ
た
社
會

問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る（

（（
（

。『
女
學
生
記
』
も
當
時
隆
盛
し
て
い
た
女
學
生
文
化

を
題
材
に
し
た
少
女
小
說
で
、
女
學
校
に
通
う
中
流
階
級
の
少
女
た
ち
の
生
活
や

纖
細
な
心
情
が
描
き
だ
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

た
だ
し
『
女
學
生
記
』
で
は
女
學
生
を
通
じ
て
將
來
の
近
代
的
主
婦
像
と
と
も

に
銃
後
の
女
性
像
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
出
征
兵
士
の
た
め
に
千
人
針
を
集
め
る

少
女
た
ち
の
姿
が
垣
閒
見
え
て
い
る
。
梅
娘
は
對
日
協
力
的
な
言
論
を
發
表
す
る

彼
女
た
ち
が
夫
や
子
供
を
時
閒
通
り
に
會
社
や
學
校
に
送
り
出
す
こ
と
や
、
家
事

を
自
ら
行
い
な
が
ら
も
、
自
分
の
身
な
り
も
き
れ
い
に
保
ち
精
神
的
な
ゆ
と
り
が

あ
る
な
ど
、
時
閒
を
非
常
に
效
率
的
に
使
う
こ
と
に
驚
愕
し
た
と
し
て
い
る（

（（
（

。

ま
た
梅
娘
は
日
本
や
歸
國
後
の
北
京
に
お
い
て
、
日
本
文
學
の
飜
譯
を
多
數
行

っ
て
い
る
。
そ
の
原
作
は
い
ず
れ
も
梅
娘
の
日
本
滯
在
中
に
發
表
さ
れ
た
か
、
あ

る
い
は
當
時
日
本
社
會
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
梅
娘
は

日
本
で
こ
れ
ら
の
作
品
に
觸
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
梅
娘
は
來
日
し
て
一
年
ほ
ど
經
っ
た
一
九
三
九
年
十
一
⺼
二
八
日
か
ら

『
大
同
報
』
で
久
米
正
雄
『
白
蘭
之
歌
』
の
飜
譯
連
載
を
開
始
す
る
（
一
九
四
一
年

一
⺼
二
二
日
ま
で
）。
そ
の
後
、『
大
同
報
』
で
日
本
作
家
の
滿
洲
國
訪
問
記
を
四

篇
飜
譯
し
て
お
り
、
そ
れ
は
長
谷
健
「
在
滿
洲
所
見
的
孩
子
」（
一
九
四
〇
年
九
⺼

十
八
日
）、小
田
嶽
夫「
日
本
底
延
長
？
」（
一
九
四
〇
年
十
⺼
二
三
日
）、吉
屋
信
子「
曠

野
上
的
人
們
」（
一
九
四
〇
年
十
一
⺼
二
十
日
・
二
七
日
）、岡
田
禎
子「
寄
自
北
滿
之
旅
」

（
一
九
四
〇
年
十
二
⺼
十
九
日
・
二
五
日
）
で
あ
る
。
歸
國
後
の
北
京
に
お
い
て
も
、『
民

衆
報
』
で
丹
羽
文
雄
『
母
之
靑
春
』（
一
九
四
二
年
八
⺼
一
日
〜
九
⺼
七
日
）
を
、
ま

た
『
婦
女
雜
誌
』
で
石
川
逹
三
『
母
系
家
族
』（
三
卷
十
一
朞
〜
四
卷
三
朞
、
一
九
四

二
年
十
一
⺼
〜
一
九
四
三
年
九
⺼
）
や
細
川
武
子
『
女
學
生
記
』（
抄
譯
、
五
卷
五
・
七

～
九
朞
、
一
九
四
四
年
五
・
七
～
九
⺼
）
を
飜
譯
連
載
し
て
い
る（

（（
（

。

と
く
に
梅
娘
は
日
本
社
會
に
廣
く
影
響
を
與
え
て
い
た
大
衆
文
學
に
關
心
を
抱

い
て
い
た
よ
う
で
、『
白
蘭
之
歌
』
や
『
母
系
家
族
』
は
も
と
も
と
大
衆
向
け
の

新
聞
連
載
小
說
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
二
作
品
と
『
女
學
生
記
』
は
梅
娘
が
日
本

滯
在
中
に
映
畫
化
さ
れ
大
き
な
反
響
の
あ
っ
た
作
品
で
も
あ
る（

（（
（

。

日
本
滯
在
の
初
朞
に
飜
譯
し
た
『
白
蘭
の
歌
』
は
、
日
本
の
中
國
侵
略
に
對
す

る
幻
想
が
織
り
込
ま
れ
、
大
陸
開
拓
の
國
策
小
說
と
し
て
の
色
彩
が
强
い
も
の
で

あ
っ
た
。
岸
陽
子
に
よ
る
硏
究
で
は
、
當
時
梅
娘
は
來
日
し
た
ば
か
り
で
日
本
社



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
九
二

（
１
）「
僑
民
」（
一
九
四
一
年
）

「
僑
民
」
の
舞
臺
は
阪
神
閒
を
走
行
す
る
阪
急
電
車
の
車
內
で
あ
り
、
主
人
公

は
日
本
に
住
む
異
國
の
若
い
女
性
「
私
」
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
あ
る
日
大
阪
か
ら
神
戶
に
向
か
う
阪
急

電
車
に
乘
り
込
ん
だ
「
私
」
は
、
見
知
ら
ぬ
朝
鮮
人
夫
婦
か
ら
席
を
讓
ら
れ
る
。

そ
の
夫
婦
に
は
周
圍
か
ら
差
別
の
目
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、夫
ら
し
き
男
は
「
私
」

が
自
分
と
同
程
度
の
身
分
だ
と
判
斷
し
、
妻
に
席
を
讓
ら
せ
た
も
の
ら
し
い
。
ふ

と
「
私
」
は
自
分
の
腕
時
計
を
彼
に
與
え
る
こ
と
を
思
い
つ
く
が
、
躊
躇
し
思
い

と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
そ
の
男
が
自
分
の
妻
に
橫
柄
に
ふ
る
ま
う
の
を
見
る
と
强

い
嫌
惡
感
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。

タ
イ
ト
ル
が
「
僑
民
（
異
鄕
の
人
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
「
私
」
が

自
分
と
同
じ
境
遇
に
あ
る
「
僑
民
」―

朝
鮮
人
夫
婦
に
對
し
て
抱
く
複
雜
な
心

理
が
物
語
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
「
私
」
が
日
本
で
差
別
を
受
け
な
が

ら
働
く
朝
鮮
人
の
男
の
境
遇
に
思
い
を
致
し
、
自
分
の
腕
時
計
を
與
え
よ
う
と
ま

で
思
い
つ
く
も
の
の
、
そ
れ
に
よ
っ
て
男
に
も
た
ら
さ
れ
う
る
嫉
妬
や
惡
意
の
あ

る
噂
に
思
い
至
り
、
ひ
と
り
唇
を
か
み
し
め
る
ま
で
の
心
理
描
寫
に
焦
點
が
當
て

ら
れ
て
い
る
。
岸
陽
子
に
よ
る
先
行
硏
究
も
こ
の
點
に
着
目
し
、
こ
の
作
品
は
日

本
の
植
民
地
支
配
に
對
す
る
直
接
的
な
表
現
は
な
い
も
の
の
、
滿
洲
國
の
中
國
人

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
私
」
が
朝
鮮
人
の
男
に
寄
せ
る
深
い
同
情
を
强
調
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
私
」
自
身
の
植
民
地
人
と
し
て
の
鬱
屈
も
同
時
に
描
き
だ
し
た
の

だ
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

本
論
も
こ
の
解
釋
に
基
本
的
に
は
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
丹
念
に
讀

み
解
い
て
み
る
と
、
こ
の
作
品
が
日
本
と
植
民
地
と
い
っ
た
單
純
な
二
項
對
立
の

物
語
に
止
ま
ら
な
い
こ
と
に
氣
づ
か
さ
れ
る
。

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
日
本
の
銃
後
の
女
性
像
に
對
し
て
は
肯
定
的
に

受
け
取
っ
て
い
た
よ
う
で
、
戰
爭
末
朞
に
「
爲
日
本
女
性
祝
福
」（『
婦
女
雜
誌
』

六
卷
五
・
六
號
、
一
九
四
五
年
六
⺼
一
日
）
を
發
表
し
、
國
防
に
貢
獻
し
銃
後
を
守

る
日
本
女
性
を
讚
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
日
本
滯
在
朞
に
出
會
っ
た
日
本
女
性
を

例
に
、「
慈
愛
の
あ
る
母
親
、
勤
勉
な
妻
（
慈
祥
的
母
親
，
勤
勉
的
妻
子
）」
と
し
て

女
性
が
「
國
家
民
族
社
會
に
對
す
る
責
任
（
對
於
國
家
民
族
社
會
的
責
任
）」
を
果

た
す
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る（

（（
（

。

梅
娘
が
取
り
上
げ
た
作
家
の
中
に
は
當
時
從
軍
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
者

も
多
く
、
久
米
正
雄
や
丹
羽
文
雄
、
吉
屋
信
子
は
內
閣
情
報
部
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
た
「
ペ
ン
部
隊
」
の
一
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
岡
田
禎
子
や
細
川
武
子
も
そ
の
後

戰
局
が
激
化
す
る
と
と
も
に
戰
爭
協
力
の
度
合
い
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

當
時
の
日
本
の
文
學
界
の
狀
況
に
つ
い
て
梅
娘
が
ど
れ
だ
け
理
解
し
て
い
た
の

か
は
い
ま
だ
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
と
も
か
く
も
梅
娘
が
こ
れ

ら
の
作
品
や
作
家
に
觸
れ
た
こ
と
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
彼
女
が
日
本
滯
在
朞
に

お
い
て
總
動
員
體
制
へ
と
呑
み
こ
ま
れ
て
い
く
モ
ダ
ニ
ズ
ム
世
界
の
中
に
在
っ
た

と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。

三
．
梅
娘
の
描
く
「
日
本
」

梅
娘
は
來
日
後
三
年
近
く
經
過
し
た
後
に
、
日
本
を
背
景
と
す
る
小
說
を
發
表

し
始
め
る
。
ま
ず
日
本
滯
在
中
の
一
九
四
一
年
に
「
僑
民
」、「
女
難
」
を
發
表
し
、

さ
ら
に
歸
國
後
の
北
京
で
一
九
四
四
年
に
發
表
し
た
「
異
國
篇
」「
話
舊
篇
」
も

舞
臺
が
日
本
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
眩
い
ば
か
り
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

世
界
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
光
芒
の
中
に
身
を
お
く
主
人
公
の
「
日
本
」
に

對
す
る
複
雜
な
心
理
が
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
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の
、
そ
れ
は
ズ
ボ
ン
と
揃
い
で
は
な
く
、
袖
は
シ
ャ
ツ
よ
り
一
寸
ほ
ど
短
い
。
シ

ャ
ツ
の
袖
口
に
は
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
が
つ
い
て
い
る
が
、そ
れ
は
ど
ぎ
つ
い
赤
色
で
、

手
首
の
と
こ
ろ
に
は
汗
染
み
が
で
き
て
い
る
。

そ
し
て
「
私
」
は
朝
鮮
人
の
男
の
境
遇
を
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
。
管
理
す
る

立
場
に
な
っ
た
男
は
、も
う
自
分
よ
り
低
い
身
分
の
職
工
と
は
つ
き
あ
え
な
い
が
、

身
分
の
高
す
ぎ
る
者
と
も
ま
だ
つ
き
あ
え
な
い
。
日
本
人
の
「
あ
の
美
し
く
着
餝

っ
た
お
孃
さ
ん
の
日
本
の
コ
ー
ト
は
私
の
よ
り
大
し
て
高
價
で
は
な
さ
そ
う
だ
け

ど
、
彼
女
は
彼
か
ら
ま
だ
遠
い
。
だ
か
ら
私
に
席
を
讓
っ
た
の
だ
、
着
古
し
た
コ

ー
ト
を
買
い
な
お
す
お
金
を
持
っ
て
い
な
い
私
に
（
雖
然
那
位
豔
裝
姑
娘
的
日
本
外

衣
的
素
質
竝
不
能
比
我
底
大
衣
高
貴
多
少
。
但
她
離
他
還
遠
，
所
以
他
找
我
，
一
個
穿
破

了
大
衣
而
沒
錢
再
買
的
人
）」
と
。

②
腕
時
計
／
モ
ダ
ン

化
へ
の
順
應
・
憧
憬
・
ジ
レ
ン
マ

こ
の
よ
う
に
服
餝
文
化
と
と
も
に
、
日
本
の
階
層
社
會
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
男

や
「
私
」
の
微
妙
な
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
特
に
㊟
目
し
た
い
の
は
腕

時
計
の
描
寫
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
腕
時
計
が
重
層
的
な
意
味
を
持
っ
て
何
度

も
登
場
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
私
」
の
モ
ダ
ン
文
化
に
對
す
る
複
雜
な
心

理
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

「
私
」
は
觀
察
の
結
果
、
朝
鮮
人
の
男
が
い
く
ら
か
出
世
し
な
が
ら
も
そ
れ
で

も
ま
だ
日
本
人
と
同
等
で
は
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
の
に
氣
づ

く
。
そ
し
て
ふ
と
自
分
が
し
て
い
る
男
物
の
腕
時
計
を
あ
げ
よ
う
と
思
い
つ
き
、

次
の
よ
う
に
思
う
。「
こ
れ
を
あ
げ
れ
ば
、
男
は
完
璧
に
な
る
。
彼
は
も
う
す
で

に
自
分
の
手
で
何
か
を
す
る
必
要
は
な
い
。
指
揮
棒
を
も
っ
て
監
督
す
る
時
に
時

計
は
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
男
の
地
位
を
高
め
る
こ
と
だ
ろ
う
（
給
他
，
正
成
全
他
，
他

已
經
不
會
用
他
底
手
臂
作
些
什
麽
了
，
當
他
提
了
指
揮
棒
巡
視
的
時
候
，
錶
可
以
反
射
着

光
亮
而
增
高
了
他
底
身
份
）」
と
。
こ
こ
で
は
腕
時
計
は
、
朝
鮮
人
の
男
の
不
足
を

①
阪
急
電
車
／
階
層
社
會
と
モ
ダ
ン

化

本
論
が
ま
ず
㊟
目
し
た
い
の
は
、
作
品
の
舞
臺
が
阪
急
電
車―

當
時
最
新
の

都
市
閒
電
鐵
で
あ
り
、
阪
神
閒
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
象
徵
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
車
內

に
は
中
流
階
級
の
日
本
人
が
乘
車
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
異
質
な
存
在
と
し

て
朝
鮮
人
が
交
じ
り
こ
ん
で
い
る
。
當
時
朝
鮮
人
は
日
本
の
各
大
都
市
に
末
端
の

勞
働
者
と
し
て
流
入
し
、
モ
ダ
ン
な
都
市
景
觀
の
建
設
を
支
え
な
が
ら
も
、
日
本

社
會
か
ら
差
別
を
受
け
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
で
は
、
阪
急
電
車
の

車
內
を
舞
臺
に
日
本
の
階
層
社
會
の
縮
圖
が
再
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
物
語
の
冐
頭
、
主
人
公
の
「
私
」
は
最
先
端
の
交
通
機
關
に
乘
り
な
が
ら

も
、
日
本
社
會
の
周
緣
に
置
か
れ
た
「
異
國
の
人
閒
」
と
し
て
、
窓
の
外
に
見
え

る
曇
り
空
と
同
じ
よ
う
な
陰
鬱
な
感
情
を
抱
え
て
い
る
。
そ
し
て
阪
急
電
車
の
外

に
存
在
す
る
、
差
別
の
な
い
大
自
然
の
風
景
や
粗
末
な
小
屋
を
希
求
す
る
。
そ
の

一
方
で
「
私
」
は
新
聞
を
片
手
に
阪
急
電
車
に
乘
り
込
み
、
日
常
的
に
ア
メ
リ
カ

映
畫
を
鑑
賞
す
る
モ
ダ
ン
な
女
性
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
私
」
の
目
を
通
し
て
阪
急
電
車
內
に
日
本
の
階
層
社
會
が
再
現
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
主
に
モ
ダ
ン
な
服
餝
文
化
を
通
じ
て
呈
示
さ

れ
て
い
る
。

日
本
人
で
あ
る
「
二
人
の
美
し
く
着
餝
っ
た
娘
た
ち
（
兩
位
豔
裝
的
姑
娘
）」
は

朝
鮮
人
の
男
と
そ
の
妻
を
見
か
け
る
と
、「
レ
ー
ス
の
白
い
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
押

え
な
が
ら
車
兩
の
向
こ
う
側
の
き
れ
い
な
服
を
着
た
人
た
ち
と
こ
ろ
に
行
っ
て

し
ま
っ
た
（
都
用
細
白
的
手
帕
掩
着
嘴
走
到
車
那
端
的
穿
着
漂
亮
的
衣
裳
的
人
們
之
閒
去

了
）」。
た
だ
し
、
こ
の
朝
鮮
人
の
男
は
一
般
勞
働
者
で
は
な
く
、
職
工
頭
に
ま
で

出
世
し
た
人
物
で
あ
る
よ
う
で
、
そ
の
服
裝
は
一
見
モ
ダ
ン
で
は
あ
る
も
の
の
、

ど
こ
か
不
調
和
な
部
分
が
あ
る
。例
え
ば
男
は
貴
重
な
本
革
の
靴
を
履
く
一
方
で
、

安
物
の
ツ
イ
ー
ド
の
ズ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
ま
た
上
着
を
着
て
い
る
も
の
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こ
ん
な
に
丸
く
て
大
き
な
時
計
は
女
の
細
腕
に
相
應
し
く
な
い
。
こ
れ
ま
で

何
度
も
こ
の
時
計
の
た
め
に
恥
ず
か
し
く
て
淚
を
流
し
て
い
る
の
だ
、
同
僚

に
綺
麗
で
精
巧
な
小
さ
な
腕
時
計
を
見
せ
ら
れ
た
と
き
に
。
…
（
中
略
）
…

私
に
も
う
一
つ
買
う
お
金
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
私
が
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
い

デ
パ
ー
ト
に
竝
ん
で
い
る
少
な
く
と
も
二
十
圓
は
す
る
綺
麗
で
小
さ
な
腕
時

計
を
（
這
樣
一
個
又
圓
又
大
的
錶
對
女
人
的
細
手
臂
是
不
合
㊜
的
，
我
曾
無
數
次
爲

這
隻
錶
羞
得
流
淚
，
當
我
底
同
伴
顯
示
着
她
們
的
玲
瓏
的
精
巧
的
小
小
的
腕
錶
的
時

候
。
…
（
中
略
）
…
我
會
㊒
錢
去
買
另
一
隻
嗎
？
那
些
使
我
垂
涎
的
百
貨
店
裏
擺
着

的
起
碼
二
十
元
的
美
麗
小
錶
）

つ
ま
り
は
「
私
」
自
身
も
、
實
用
的
な
腕
時
計―

時
閒
意
識
を
身
に
つ
け
て

は
い
て
も
、
洗
練
さ
れ
た
女
物
の
高
級
時
計―

消
費
の
シ
ン
ボ
ル
に
は
手
が
屆

か
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。「
私
」
も
ま
た
日
本
の
モ

ダ
ン
文
化
に
順
應
し
、
そ
し
て
憧
憬
を
抱
き
な
が
ら
も
、
そ
の
す
べ
て
を
手
に
入

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、日
本
社
會
の
周
緣
に
置
か
れ
た
「
僑
民
」
な
の
で
あ
る
。

そ
の
ジ
レ
ン
マ
と
「
私
」
が
日
本
の
階
層
社
會
で
抱
い
て
い
る
鬱
屈
は
表
裏
一
體

の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
故
に
「
私
」
は
同
じ
思
い
を
抱
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
朝

鮮
人
の
男
に
强
い
關
心
を
抱
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
私
」
は
腕
時
計
を
與
え
る
こ
と
で
男
に
も
た
ら
さ
れ
う
る
嫉
妬
や
惡

意
の
あ
る
噂
に
思
い
至
り
、
彼
に
深
い
同
情
を
寄
せ
、
次
の
よ
う
に
思
う
。「
人

に
喜
び
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
自
分
で
喜
び
を
み
つ
け
る
よ
り
ず
っ
と
難
し

い
と
思
い
至
っ
た
時
、
私
の
心
は
幻
想
か
ら
目
の
歬
の
暗
く
沈
ん
だ
空
模
樣
に
落

ち
て
い
き
、
私
は
自
ら
の
唇
を
か
ん
だ
（
我
開
始
覺
到
了
想
給
人
一
點
快
樂
是
比
自
己

找
快
樂
還
難
的
時
候
，
我
底
心
由
幻
想
裏
墜
到
眼
歬
的
灰
沉
的
天
色
上
，
我
咬
着
自
己
的

嘴
唇
）」
と
。

埋
め
る
も
の―

管
理
者
と
し
て
の
社
會
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
表
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
續
く
「
私
」
の
心
理
描
寫
で
は
、
腕
時
計
は
近
代
的
な
時
閒

意
識
を
象
徵
す
る
も
の
と
し
て
登
場
す
る
。
朙
治
以
來
、
日
本
人
の
時
閒
意
識
は

精
緻
化
さ
れ
、
と
く
に
大
正
時
代
に
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
科
學
的
管
理
法
が
導

入
さ
れ
る
な
ど
、
時
閒
嚴
守
や
效
率
性
は
仕
事
場
は
も
ち
ろ
ん
家
事
や
育
兒
な
ど

家
庭
內
の
日
常
生
活
に
も
浸
透
し
て
い
た（

（（
（

。
速
記
を
職
業
と
し
て
い
る
「
私
」
も
、

腕
時
計
と
と
も
に
こ
う
し
た
近
代
的
な
時
閒
意
識
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
モ
ダ
ン

文
化
に
順
應
し
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
大
ぶ
り
の
腕
時
計
に
賴
っ
て
、
決
ま
っ
た
時
閒
內
に
薄
い
布
團
か

ら
這
い
出
し
、
決
ま
っ
た
時
閒
內
に
長
い
衟
を
急
い
で
停
車
場
に
驅
け
つ
け

て
、
い
つ
來
る
か
わ
か
ら
な
い
本
數
の
少
な
い
電
車
を
待
ち
、
決
ま
っ
た
時

閒
內
に
職
場
に
た
ど
り
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
速
記
を
す
る

と
き
に
は
こ
れ
で
作
業
時
閒
を
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
永
遠
に
ど
ん

ど
ん
遲
れ
て
い
く
が
、
私
は
い
つ
も
氣
に
か
け
て
ち
ょ
っ
と
進
め
て
お
く
か

ら
こ
れ
が
遲
れ
る
せ
い
で
何
か
し
く
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
我
要
靠
着
這

隻
大
錶
在
一
定
的
時
閒
內
鑽
出
我
底
薄
的
被
窩
，
在
一
定
的
時
閒
內
趕
着
長
長
的
路

去
電
車
站
上
等
着
時
閒
不
定
而
且
車
輛
稀
少
的
電
車
，在
一
定
的
時
閒
內
趕
到
班
上
。

而
且
在
我
作
着
速
記
的
時
候
，
我
還
要
用
它
來
計
算
我
工
作
的
時
閒
。
雖
然
它
永
遠

是
越
走
越
慢
，
但
因
爲
我
總
是
留
心
地
把
它
比
別
的
錶
撥
快
一
點
，
我
竝
沒
㊒
因
它

底
遲
緩
耽
誤
過
了
什
麽
）（
下
線
部
は
筆
者
に
よ
る
）

こ
の
一
方
で
、
腕
時
計
は
消
費
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
を
付
與
さ
れ
て
い

る
。
腕
時
計
は
大
正
時
代
に
國
產
化
さ
れ
て
か
ら
高
級
品
と
し
て
の
性
格
を
殘
し

つ
つ
も
大
衆
へ
普
及
し
、
當
時
に
あ
っ
て
消
費
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
っ
て
い
た（

（（
（

。

「
私
」
は
自
分
の
大
ぶ
り
の
腕
時
計
に
引
け
目
を
感
じ
、
美
し
く
小
さ
な
腕
時
計

に
憧
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
思
う
。
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を
中
心
に
流
行
し
て
い
た
バ
ー
や
キ
ャ
バ
レ
ー
を

ね
る
「
特
殊
喫
茶
」
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
大
勢
の
女
給―

昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
が
登

場
す
る
。

あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
私
」
は
幼
い
娘
と
と
も
に
寶
塚
歌
劇
の

レ
ビ
ュ
ー
を
觀
劇
し
た
後
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
⻝
べ
た
い
と
い
う
娘
に
せ
が
ま

れ
、
近
く
の
喫
茶
店
に
立
ち
寄
る
。
そ
こ
に
は
派
手
な
身
な
り
を
し
た
女
給
た
ち

が
大
勢
控
え
て
い
る
が
、
み
な
化
粧
に
餘
念
が
な
く
、
㊟
文
を
取
り
に
も
來
な
い
。

し
か
し
「
私
」
た
ち
が
「
滿
洲
人
」
で
あ
る
と
氣
付
く
と
强
い
關
心
を
示
し
、
滿

洲
國
の
話
題
に
夢
中
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
店
に
大
學
生
ら
し
き
靑
年
が
入
っ
て
く

る
と
、
彼
女
た
ち
は
先
を
爭
っ
て
彼
の
接
待
を
始
め
る
。
寶
塚
に
觀
光
に
や
っ
て

き
た
そ
の
靑
年
は
、
こ
の
過
分
な
も
て
な
し
に
戶
惑
い
、
ハ
ン
カ
チ
で
汗
を
ぬ
ぐ

っ
て
い
た
。

こ
の
作
品
に
關
す
る
先
行
硏
究
で
は
、
特
殊
喫
茶
や
女
給
と
い
っ
た
當
時
の
社

會
風
俗
に
つ
い
て
理
解
が
及
ん
で
お
ら
ず
解
釋
に
誤
解
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
女
給
た
ち
が
怠
惰
な
態
度
で
あ
る
の
は
戰
爭
に
よ
る
物
㊮
不
足
に
よ
り
疲
弊

し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
靑
年
に
熱
心
に
媚
び
を
賣
る
の
も
徵
兵
に
よ
る
男

性
不
足
の
た
め
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
は
日
本
の
國
策
へ
の
動
員
や

戰
爭
の
不
景
氣
に
よ
っ
て
抑
壓
さ
れ
る
日
本
女
性
の
姿
を
描
い
た
も
の
だ
と
結
論

付
け
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
當
時
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
み
る
と
、
こ
の
作
品
に
お

い
て
も
阪
神
閒
の
眩
い
モ
ダ
ニ
ズ
ム
世
界
が
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
朙
ら
か
で

あ
る
。

①
寶
塚
歌
劇
場
と
特
殊
喫
茶
／
モ
ダ
ニ
ズ
ム
世
界
の
光
と
闇

ま
ず
こ
の
作
品
の
冐
頭
で
は
寶
塚
大
劇
場
の
華
麗
な
レ
ビ
ュ
ー
、
騎
士
に
扮
し

た
人
氣
ス
タ
ー
、
詰
め
か
け
た
中
流
階
級
の
若
い
女
性
觀
客
た
ち
、
熱
烈
な
拍
手

喝
采
、
劇
場
と
驛
を
結
ぶ
名
物
の
櫻
竝
木
、
劇
場
周
邊
の
土
產
物
屋
が
描
か
れ
て

③
朝
鮮
人
夫
婦
に
對
す
る
嫌
惡
感
／
愛
惜

し
か
し
物
語
の
終
盤
、
そ
の
朝
鮮
人
の
男
は
來
日
し
た
ば
か
り
で
日
本
の
モ
ダ

ン
文
化
に
馴
染
ま
ぬ
妻
に
は
橫
暴
に
ふ
る
ま
う
。
そ
の
妻
は
日
本
で
は
見
か
け
な

い
朝
鮮
靴
を
履
き
、
白
い
チ
マ
の
下
に
着
て
い
る
繼
ぎ
の
當
た
っ
た
ブ
ラ
ウ
ス
が

透
け
て
み
え
て
い
た
。
怯
え
た
妻
の
樣
子
を
見
た
「
私
」
は
、
そ
の
朝
鮮
人
の
男

に
對
し
「
ち
ょ
っ
と
這
い
上
が
っ
た
ば
か
り
で
も
う
こ
ん
な
に
威
張
る
こ
と
を
覺

え
て
い
る
（
他
剛
爬
上
一
級
便
學
會
了
作
威
作
福
）」
と
、
强
い
嫌
惡
感
を
抱
く
。
そ

し
て
電
車
を
降
り
た
「
私
」
は
、雨
の
降
る
な
か
「
高
價
な
服
を
着
て
い
る
人
（
穿

着
高
貴
的
衣
服
的
人
）」
し
か
乘
れ
な
い
タ
ク
シ
ー
に
乘
る
ふ
り
す
る
。
こ
れ
を
男

に
見
せ
付
け
て
狼
狽
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、さ
さ
や
か
な
報
復
を
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
「
私
」
は
、
妻
が
着
て
い
た
一
張
羅
の
朝
鮮
服―

「
彼
女
の
大
事

な
服
（
她
底
寶
貴
的
衣
裳
）」
が
雨
に
濡
れ
て
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

と
願
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
僑
民
」
で
は
、
日
本
の
階
層
社
會
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
周
緣

に
置
か
れ
た
主
人
公
の
鬱
屈
と
と
も
に
、
モ
ダ
ン
文
化
へ
の
順
應
や
憧
憬
、
そ
れ

が
故
に
生
じ
る
ジ
レ
ン
マ
も
同
時
に
描
き
だ
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
同
樣
の
境
遇

に
置
か
れ
な
が
ら
も
そ
の
抑
壓
構
造
に
無
自
覺
な
朝
鮮
人
の
男
に
對
す
る
嫌
惡
感

と
、
階
層
社
會
の
最
下
層
に
位
置
し
な
が
ら
も
素
朴
な
民
族
性
を
留
め
る
朝
鮮
人

妻
に
對
す
る
愛
惜
の
念
が
最
後
に
强
調
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）「
女
難
」（
一
九
四
一
年
）

「
僑
民
」
か
ら
四
か
⺼
後
に
發
表
さ
れ
た
「
女
難
」
は
、
阪
急
沿
線
に
あ
る
寶

塚
周
邊
を
舞
臺
に
し
て
い
る
。「
僑
民
」
で
は
主
人
公
の
國
籍
は
示
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
こ
の
作
品
で
は
主
人
公
「
私
」
が
滿
洲
國
の
中
國
人
女
性
で
あ
る
こ
と
が

朙
示
さ
れ
て
い
る
。
主
な
描
寫
の
對
象
は
、「
私
」
が
幼
い
娘
を
連
れ
て
立
ち
寄

っ
た
喫
茶
店
で
の
出
來
事
で
あ
る
。
こ
の
喫
茶
店
と
は
、
當
時
の
日
本
で
都
市
部
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み
な
情
が
深
い
の
ね
」
／
「
滿
洲
の
男
性
は
…
…
」
／
こ
う
し
た
矢
繼
ぎ
早

の
質
問
に
、
私
は
た
だ
う
な
づ
く
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
ほ
か
に
何
が
言
え

た
だ
ろ
う
。（「
滿
洲
男
人
多
吧
！
」／「
聽
說
滿
洲
男
人
從
來
不
打
人
是
嗎
？
」／「
聽

說
滿
洲
的
丈
夫
都
聽
妻
子
話
的
。」
／
「
滿
洲
的
男
人
都
是
鍾
情
的
。」
／
「
滿
洲
的

男
人
…
…
」
／
對
這
些
飛
矢
似
的
問
話
，我
只
好
點
着
頭
，另
外
我
還
能
說
什
麽
呢
？
）

こ
の
よ
う
に
女
給
た
ち
は
滿
洲
國
に
對
し
强
い
關
心
を
抱
い
て
い
る
が
、
そ
の
實

情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
認
識
に
は
自
分
勝
手
な
願

が
入

り
混
じ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
續
く
以
下
の
部
分
で
は
、「
私
」
の
目
は
女

給
た
ち
の
厚
化
粧
や
餝
り
立
て
た
身
な
り
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
彼
女
た

ち
の
滿
洲
國
に
對
す
る
認
識
も
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
虛
僞
に
滿
ち
、
粉
餝
さ
れ
た

幻
想
で
あ
る
こ
と
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
。

「
滿
洲
に
行
き
た
い
わ
！
」
一
人
が
大
き
な
溜
息
を
つ
い
た
。
私
は
ち
ら
り

と
彼
女
を
見
た
。
／
そ
れ
は
お
し
ろ
い
を
厚
く
塗
っ
た
、
驚
く
ほ
ど
瘦
せ
た

顏
で
、
少
な
く
と
も
三
十
歲
は
い
っ
て
い
る
、
と
私
は
思
っ
た
。
彼
女
は
け

ば
け
ば
し
い
赤
い
リ
ボ
ン
で
髮
を
結
ん
で
い
た
（「
希

到
滿
洲
去
約
！
」
一

個
人
長
歎
息
着
。
我
瞧
了
她
一
眼
。
／
那
是
一
張
蓋
着
很
多
粉
的
，瘦
得
出
奇
的
臉
，

我
想
她
至
少
㊒
三
十
歲
了
，
她
用
了
一
條
紅
得
扎
眼
的
絲
帶
，
束
着
她
底
髮
）

そ
し
て
結
末
で
は
次
の
よ
う
に
女
給
の
滑
稽
で
身
勝
手
な
姿
が
强
調
さ
れ
て
い

る
。一
人
の
女
給
が「
大
陸
の
人
も
娛
樂
が
必
要
よ
、私
は
ダ
ン
ス
を
踊
れ
る
わ（
大

陸
的
人
也
是
需
要
娛
樂
的
，
我
會
跳
舞
）」
と
言
っ
て
踊
り
出
す
と
、
そ
の
滑
稽
な
姿

に
娘
が
笑
い
だ
す
。「
私
」
も
正
視
に
た
え
ら
れ
ず
「
慌
て
て
下
を
向
き
、〔
⻝
べ

て
い
た
〕
パ
ン
に
目
を
お
と
し
た
（
我
趕
快
低
下
頭
去
把
眼
睛
放
在
面
包
上
）」
の
で

あ
る
。
そ
こ
へ
「
日
本
人
」
男
性
が
入
っ
て
く
る
と
、
女
給
た
ち
は
一
齊
に
「
肉

を
み
た
犬
の
よ
う
に
直
ち
に
驅
け
寄
っ
て
い
き
（
立
刻
見
了
肉
的
狗
似
的
搶
過
去
）」、

も
は
や
「
滿
洲
人
」
母
娘
に
は
興
味
を
失
い
、
見
向
き
も
し
な
く
な
る
。
男
性
に

い
る
。
そ
し
て
主
な
舞
臺
と
な
る
特
殊
喫
茶
の
店
內
で
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
觀
葉

植
物
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、
派
手
な
格
好
の
女
給
た
ち
が
ハ
ム
サ
ン
ド
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
ソ
ー
ダ
水
と
い
っ
た
西
洋
風
の
輕
⻝
を
提
供
す
る
。
そ
し
て
當
時
流
行

歌
手
と
し
て
人
氣
を
呼
ん
で
い
た
淡
谷
の
り
子
の
「
赤
い
唇
」（
古
賀
政
男
作
曲
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
、
一
九
三
二
年
一
⺼
）
の
レ
コ
ー
ド
が
流
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
作
品
で
は
、
主
人
公
の
「
私
」
の
目
を
通
し
た
女
給
た
ち
の
樣
子
が
主
な

描
寫
の
對
象
と
な
っ
て
お
り
、女
給
の
退
廢
的
な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
强
調
さ
れ
、

そ
の
厚
化
粧
や
派
手
な
身
な
り
、
男
性
客
に
對
す
る
露
骨
な
媚
態
に
描
寫
が
集
中

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
女
給
た
ち
が
蠢
く
特
殊
喫
茶
は
、
中
流
階
級
の
お
孃
さ
ん
が
集
ま
る

寶
塚
大
劇
場
と
は
對
照
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
寶
塚
歌
劇
の
餘
韻
に
醉
い
し
れ
て

特
殊
喫
茶
に
迷
い
込
ん
だ
「
私
」
は
、
ま
る
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
世
界
の
闇
に
足
を
踏

み
入
れ
た
か
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
作
品
の
タ
イ
ト
ル
「
女
難
」
と
は
、

女
給
に
圍
ま
れ
て
戶
惑
う
靑
年
の
「
女
難
」
と
、
男
性
に
追
從
す
る
こ
と
し
か
で

き
な
い
女
給
の
「
女
性
の
困
難
」
と
を
か
け
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

②
滑
稽
で
身
勝
手
な
女
給
／
滿
洲
國
に
對
す
る
幻
想

㊟
目
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
女
給
た
ち
の
口
に
よ
っ
て
滿
洲
國
に
對
す
る
幻

影
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
當
初
、
女
給
た
ち
は
女
性
で
あ
る
「
私
」
に

は
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
が
、
滿
洲
人
だ
と
知
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
冷
淡
さ
と
は

打
っ
て
變
わ
っ
て
、「
私
」
の
周
り
に
「
一
群
の
ハ
チ
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
く

る
（
一
窩
蜂
地
擁
過
來
）」。
そ
し
て
彼
女
た
ち
は
次
の
よ
う
に
矢
繼
ぎ
早
に
尋
ね

る
の
で
あ
る
。

「
滿
洲
っ
て
男
性
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
で
し
ょ
う
」
／
「
滿
洲
の
男
性
は
人

を
ぶ
た
な
い
っ
て
聞
い
た
け
ど
、
そ
う
な
の
？
」
／
「
滿
洲
の
旦
那
さ
ん
は

み
な
奧
さ
ん
の
い
う
こ
と
を
き
く
っ
て
聞
い
た
わ
」
／
「
滿
洲
の
男
性
っ
て



梅
娘
の
描
く
「
日
本
」

二
九
七

對
置
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
梅
娘
の
ま
な
ざ
し
は
一

部
で
は
あ
る
も
の
の
當
時
の
日
本
社
會
の
主
流
と
重
複
し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
３
）「
異
國
篇
」「
話
舊
篇
」（
一
九
四
四
年
）

上
述
の
「
僑
民
」
や
「
女
難
」
で
は
、
主
人
公
に
よ
る
朝
鮮
人
あ
る
い
は
女
給

に
對
す
る
觀
察
が
主
な
描
寫
の
對
象
で
あ
り
、
主
人
公
の
目
が
一
般
の
日
本
人
に

向
け
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
く
、
ま
た
主
人
公
自
身
の
境
遇
や
そ
の
心
理
に

深
く
踏
み
入
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
主
人
公
の
日
本
社
會
に
對
す
る
眼

差
し
は
必
ず
し
も
朙
確
に
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
特
に
「
女
難
」
で
は
梅
娘
自

身
の
視
點
に
日
本
社
會
の
主
流
と
同
化
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
對
し
、梅
娘
が
歸
國
後
の
北
京
で
發
表
し
た「
異
國
篇
」「
話
舊
篇
」で
は
、

よ
り
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
主
人
公
の
「
日
本
」
へ
の
ま
な
ざ
し
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
作
品
は
長
篇
小
說
『
小
婦
人
』
の
全
八
篇
の
う
ち
最
後
の
二
篇

に
あ
た
る
。
な
お
作
品
世
界
の
時
閒
設
定
は
發
表
時
の
一
九
四
四
年
で
は
な
く
、

梅
娘
が
日
本
に
滯
在
し
て
い
た
一
九
四
〇
年
頃
で
あ
り
、
主
人
公
は
滿
洲
國
か
ら

や
っ
て
き
た
中
國
人
男
性
・
袁
良
で
あ
る
。

全
體
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
袁
良
と
鳳
凰
は
驅
け
落
ち
を
し
て

北
京
を
飛
び
出
し
、「
彷
徨
す
る
大
衆
を
導
く
」
と
い
う
大
志
を
抱
い
て
滿
洲
國

へ
と
や
っ
て
き
た
。
鳳
凰
は
滿
洲
國
で
息
子
麟
を
出
產
し
た
が
、
經
濟
的
に
逼
廹

す
る
な
か
で
二
人
の
閒
に
は
大
き
な
溝
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
同
時

に
袁
良
は
勤
務
先
の
小
學
校
で
、
モ
ダ
ン
な
校
長
夫
人
婉
瑩
に
魅
か
れ
、
戀
愛
關

係
へ
と
陷
る
。
罪
惡
感
に
苛
ま
れ
た
袁
良
は
、
婉
瑩
へ
の
氣
持
ち
を
斷
ち
切
っ
て

三
角
關
係
を
淸
算
す
る
た
め
に
、鳳
凰
と
麟
を
信
賴
で
き
る
友
人
宅
に
預
け
る
と
、

單
身
日
本
へ
と
渡
る
。

①
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
象
徵
・
銀
座
／
滿
洲
國
靑
年
の
卑
屈
な
心
情

袁
良
の
來
日
後
を
描
い
て
い
る
の
が
「
異
國
篇
」
と
「
話
舊
篇
」
で
あ
る
が
、

氣
を
と
ら
れ
て
い
る
た
め
「
私
」
に
㊟
文
よ
り
少
な
い
金
額
を
請
求
し
て
い
る
の

に
も
氣
づ
か
な
い
。
そ
ん
な
女
給
の
愚
か
な
姿
が
描
か
れ
、
物
語
が
終
わ
っ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
「
女
難
」
で
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
世
界
の
闇
に
生
き
る
女
給
た
ち
の

姿
と
、
そ
の
滿
洲
國
に
對
す
る
滑
稽
で
身
勝
手
な
幻
想
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
し

て
そ
れ
ら
に
對
す
る
、
主
人
公
の
滿
洲
國
女
性
に
よ
る
冷
淡
な
ま
な
ざ
し
が
描
か

れ
て
い
る
。

③
女
給
と
「
大
陸
の
花
嫁
」
の
對
置

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
女
給
の
退
廢
的
で
享

樂
的
な
姿
を
强
調
す
る
描
き
方
は
、
當
時
の
日
本
社
會
が
彼
女
た
ち
に
向
け
て
い

た
ま
な
ざ
し
と
重
な
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
女
給
に
對
し
新
し
い
女
性
像
と

し
て
評
價
す
る
立
場
も
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
少
數
派
に
過
ぎ
ず
、
一
般
的

に
は
㊮
本
主
義
的
退
廢
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
批
判
的
な
目
を
向
け
て
い
た（

（（
（

。

さ
ら
に
㊟
目
す
べ
き
は
、
作
品
中
こ
う
し
た
女
給
の
口
に
よ
り
「
大
陸
の
芲
嫁

（
大
陸
新
娘
）」
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
滿
洲
へ
行
き
た
い
と
い
う
女

給
は
、
政
府
が
奬
勵
す
る
大
陸
の
芲
嫁
に
つ
い
て
話
題
に
す
る
。
す
る
と
他
の
女

給
が
「〔
政
府
が
〕
奬
勵
し
て
い
て
も
あ
な
た
は
い
ら
な
い
わ
よ
、
足
も
柴
み
た
い

に
細
く
て
、
あ
な
た
は
モ
ン
ペ
を
は
い
た
こ
と
が
あ
る
の
？
（
獎
勵
也
不
要
你
瞧
，

腿
細
得
跟
柴
似
的
，還
㊒
你
穿
過
モ
ン
ペ
嗎
？
）」と
か
ら
か
う
。
こ
れ
に
反
論
し
て「
脚

が
細
く
た
っ
て
關
係
な
い
わ
。
た
く
さ
ん
ご
飯
を
⻝
べ
れ
ば
太
く
な
る
し
、
モ
ン

ペ
が
な
に
よ
（
腿
細
，
不
要
緊
約
，
多
吃
點
飯
就
粗
了
，
モ
ン
ペ
算
什
麽
？
）」
と
言
い

﨤
す
の
で
あ
る
。

作
品
に
お
け
る
大
陸
の
芲
嫁
へ
の
言
及
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
そ
れ
に
對
す
る

梅
娘
の
認
識
を
朙
確
に
は
讀
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
モ
ン
ペ
を
は
い

て
勤
勉
に
働
く
女
性
に
な
り
え
ぬ
、
享
樂
的
な
女
給
の
姿
を
强
調
さ
せ
る
た
め
に
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う
け
と
る
と
、
彼
女
の
お
禮
の
聲
を
聞
き
な
が
ら
急
い
で
そ
の
場
を
立
ち
去

る
彼
の
心
の
中
は
い
い
よ
う
も
な
い
恥
ず
か
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
（
袁
良
無
端
地
覺
得
那
謙
遜
的
笑
是
在
嘲
笑
他
，
他
知
衟
自
己
底
女
同
胞
的
臉
上

難
找
尋
到
這
樣
純
情
的
表
徵
，
他
接
過
來
她
包
好
的
包
裹
，
在
她
衟
謝
聲
中
，
急
急

地
跨
開
去
，
他
心
裏
充
滿
了
一
種
難
以
形
容
的
慚
愧
的
感
情
）

②
日
本
社
會
の
滿
洲
熱
／
滿
洲
國
靑
年
の
違
和
感
と
悲
哀

袁
良
は
こ
う
し
た
卑
屈
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
銀
座
を
徘
徊
す
る
が
、
そ
の
背

後
に
は
日
本
社
會
の
滿
洲
國
に
對
す
る
熱
狂
が
描
か
れ
て
い
る
。

半
年
歬
、
滿
洲
國
の
皇
帝
が
こ
の
東
亞
の
最
も
榮
え
た
都
市
を
來
訪
し
、
長

き
に
わ
た
っ
て
宣
傳
さ
れ
て
い
た
日
滿
親
善
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
た
。
今

で
は
こ
の
都
市
は
至
る
と
こ
ろ
大
陸
の
色
で
餝
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。
デ
パ

ー
ト
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
に
は
大
陸
の
秋
が
描
か
れ
、
廣
吿
畫
に
は
ふ
く

よ
か
な
黃
金
色
の
大
兵
〔
大
豆
の
誤
り
か
〕
が
描
か
れ
て
い
る
。
カ
フ
ェ
に

は
李
香
蘭
の
大
き
な
寫
眞
が
か
け
ら
れ
、
擴
聲
器
か
ら
は
「
何
日
君
再
來
」

が
流
れ
て
い
る
。
／
こ
れ
ら
は
人
々
の
話
題
と
な
り
、
學
校
で
は
漢
文
が
必

修
と
な
り
、
北
京
語
が
最
新
の
流
行
の
言
語
と
な
っ
た
。
若
い
男
女
の
學
生

は
開
發
に
出
か
け
よ
う
と
大
陸
に
憧
れ
、
そ
の
黃
金
の
肥
沃
な
國
土
を
夢
見

て
い
る
（
半
年
之
歬
，
滿
洲
國
的
皇
帝
來
訪
問
過
這
東
亞
的
最
繁
華
的
都
市
。
宣
傳

很
久
的
日
滿
親
善
表
面
化
起
來
。
現
在
在
這
都
市
裡
到
處
都
裝
餝
着
大
陸
的
色
彩
。

百
貨
店
的
窗
餝
繪
着
大
陸
的
秋
天
，
廣
吿
畫
上
畫
着
飽
滿
的
金
黃
的
大
兵
，
咖
啡
店

裏
挂
着
李
香
蘭
的
放
大
照
片
，
播
音
機
在
唱
着
「
何
日
君
再
來
」
／
這
些
作
了
街
頭

談
話
的
㊮
料
，
學
校
裏
的
漢
文
成
了
必
修
課
了
，
北
京
話
成
了
最
時
髦
的
語
言
。
年

輕
的
男
女
學
生
都
憧
憬
着
去
開
發
大
陸
，
夢
着
那
遍
地
黃
金
的
肥
沃
的
國
度
）

袁
良
は
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
世
界
に
渦
卷
く
滿
洲
熱
に
壓
倒
さ
れ
、
そ
の
中
で
自

分
が
「
啞
者
（
啞
子
）」
の
よ
う
に
「
話
す
機
能
を
失
っ
た
（
失
去
了
說
話
的
機
能
）」

と
く
に
「
異
國
篇
」
で
は
婉
瑩
へ
の
思
い
を
斷
ち
切
れ
ぬ
袁
良
が
帝
都
東
京
・
銀

座
の
街
を
徘
徊
す
る
樣
子
が
全
篇
を
と
お
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
當
時
銀
座
は
關

東
大
震
災
か
ら
復
興
し
て
以
來
、
東
京
全
域
の
文
化
を
束
ね
る
求
心
點
と
な
っ
て

お
り
、
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
象
徵
と
も
な
っ
て
い
た
。
作
品
中
に
は
例
え
ば
銀
座

の
街
中
を
走
行
す
る
急
行
電
車
、
輝
く
ネ
オ
ン
、
デ
パ
ー
ト
、
カ
フ
ェ
、
立
ち
竝

ぶ
露
店
や
屋
臺
が
登
場
し
て
い
る
。
着
目
し
た
い
の
は
、
袁
良
が
こ
の
東
京
・
銀

座
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
世
界
の
な
か
で
數
々
の
名
も
な
き
日
本
の
大
衆
に
出
會
い
、
彼

ら
が
體
現
す
る
モ
ダ
ン
文
化
に
對
し
て
卑
屈
な
心
情
を
抱
く
姿
が
、
處
々
に
描
か

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
「
異
國
篇
」
の
冐
頭
は
、
靖
國
神
社
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る
、
袁
良

が
下
宿
す
る
ア
パ
ー
ト
か
ら
始
ま
る
。
大
家
の
お
婆
さ
ん
は
日
本
女
性
ら
し
い
優

し
さ
を
備
え
て
お
り
、
ほ
か
の
日
本
人
と
區
別
せ
ず
袁
良
に
接
し
て
く
れ
る
が
、

そ
れ
で
も
袁
良
は
ど
こ
か
卑
屈
な
心
情
を
抱
え
て
い
る
。
彼
は

單
な
日
本
語
を

話
す
時
で
さ
え
も
「
自
分
は
言
い
閒
違
え
て
は
お
ら
ず
發
音
も
正
確
だ
と
分
か
っ

て
は
い
た
け
れ
ど
も
、
わ
け
も
な
く
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
い
る
（
雖
然
他
知
衟

他
竝
沒
㊒
說
錯
，
而
且
字
音
也
說
得
很
正
確
，
他
却
沒
理
由
地
覺
得
羞
澀
）」
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
袁
良
は
、
あ
る
夜
突
然
思
い
た
ち
、
電
車
に
乘
っ
て
銀
座
へ
向
か
う
。

デ
パ
ー
ト
街
の
兩
側
に
立
ち
竝
ぶ
露
店
の
な
か
に
子
供
服
を
賣
る
店
を
見
付
け
た

彼
は
、
ふ
と
息
子
の
麟
を
思
い
だ
し
て
立
ち
寄
る
。
そ
の
女
店
主
は
袁
良
の
好
み

を
す
ぐ
に
理
解
し
、
見
繕
っ
て
持
っ
て
き
た
の
は
す
べ
て
袁
良
の
意
に
か
な
っ
た

も
の
だ
っ
た
。
女
店
主
の
周
到
で
洗
練
さ
れ
た
接
客
や
そ
の
顏
に
浮
か
ん
で
い
る

微
笑
み
を
見
て
、
袁
良
は
次
の
よ
う
に
卑
屈
な
思
い
を
抱
く
の
で
あ
る
。

わ
け
も
な
く
、
袁
良
に
は
そ
の
謙
遜
し
た
微
笑
み
は
彼
を
嘲
笑
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
た
。
彼
に
は
自
分
の
同
胞
の
女
性
の
顏
に
は
そ
の
よ
う
な
純
粹
な

表
情
は
み
ら
れ
な
い
と
分
か
っ
て
お
り
、
彼
女
が
包
裝
し
て
く
れ
た
包
み
を



梅
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か
の
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
し
て
「
同
じ
民
族
の
人
（
他
同
種
族
的
人
）」
や
「
故
鄕

の
言
語
（
故
鄕
的
語
言
）」
を
渴

す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
袁
良
は
、
休
息
す
る
た
め
に
銀
座
の
脇
衟
に
竝
ぶ
燒
鳥
屋
の
屋
臺
に
入

る
。
こ
の
燒
鳥
屋
の
シ
ー
ン
で
、
袁
良
の
滿
洲
熱
に
對
す
る
複
雜
な
心
情
が
描
か

れ
る
の
で
あ
る
。

袁
良
は
店
主
か
ら
日
本
酒
を
手
渡
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
見
つ
め
な
が
ら
滿
洲
國

で
飮
ん
だ
山
葡
萄
酒
を
思
い
だ
し
、
次
の
よ
う
に
思
う
。「
自
分
が
ほ
し
い
の
は

こ
ん
な
酒
で
は
な
い
、
ほ
し
い
の
は
黑
紫
で
じ
っ
と
見
て
い
る
と
赤
に
變
わ
る
葡

萄
酒
だ
（
袁
良
要
的
不
是
這
樣
的
酒
，
他
要
的
是
黑
紫
的
，
凝
視
中
又
變
成
紅
顏
色
的
葡

萄
酒
）」
と
。

袁
良
の
隣
に
座
っ
た
商
人
ら
し
き
男
は
、
滿
洲
熱
に
う
か
さ
れ
た
大
衆
の
一
人

で
あ
り
、
袁
良
が
滿
洲
國
の
中
國
人
だ
と
氣
が
つ
く
と
、
友
情
の
し
る
し
に
乾
杯

を
求
め
る
。
そ
し
て
熱
の
こ
も
っ
た
態
度
で
袁
良
を
見
つ
め
、
次
の
よ
う
に
話
し

だ
す
。
そ
こ
に
は
日
本
人
の
植
民
者
と
し
て
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
露
骨
な
形
で
表
れ

て
い
た
。

「
こ
れ
は
親
善
だ
。
私
逹
は
兄
弟
の
國
で
、
兄
弟
の
よ
う
に
共
同
し
て
仕
事

を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
滿
洲
人
に
は
實
業
開
發
の
力
が
な
い
け
れ
ど
、
日
本

人
に
は
あ
り
、
日
本
が
開
發
す
れ
ば
滿
洲
人
を
助
け
る
こ
と
に
な
り
、
滿
洲

と
日
本
は
共
存
共
榮
す
る
。
皆
で
一
緖
に
飯
を
⻝
う
ん
だ
」…（
中
略
）…「
私

は
大
豆
を
賣
る
ん
だ
。
滿
洲
の
大
豆
を
世
界
の
各
地
に
運
ぶ
の
さ
。
こ
ん
な

大
き
な
賣
買
は
日
本
人
が
や
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
し
、
日
本
人
に
は
そ
れ

だ
け
の
膽
力
が
あ
る
し
、
日
本
人
は
最
も
公
平
で
正
直
な
ん
だ
か
ら
」（「
這

是
親
善
，我
們
是
兄
弟
之
邦
，要
像
兄
弟
一
樣
地
共
事
。
滿
洲
人
沒
㊒
力
量
開
發
實
業
，

日
本
人
㊒
，
日
本
去
開
發
，
這
是
幫
助
滿
洲
人
，
滿
洲
和
日
本
共
存
共
榮
。
大
家
一

塊
吃
飯
。」
…
（
中
略
）
…
「
我
去
賣
大
豆
，
把
滿
洲
的
大
豆
運
徃
世
界
的
各
個
地
方

去
，這
樣
的
大
買
賣
一
定
要
日
本
人
來
作
，日
本
人
㊒
這
樣
的
魄
力
，日
本
人
最
公
平
，

正
直
」）

こ
れ
に
店
主
も
同
調
し
て
口
を
挾
み
、「
日
本
人
は
最
も
公
平
で
正
直
で
、
し
か

も
人
を
助
け
る
の
が
好
き
な
ん
だ
（
日
本
人
最
公
平
，
正
直
，
而
且
最
愛
幫
助
別
人
）」

と
、
同
じ
趣
旨
を
繰
り
﨤
す
。
そ
し
て
お
互
い
に
樂
し
そ
う
に
笑
い
だ
し
、
熱
心

に
袁
良
に
乾
杯
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
日
本
人
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
滿
ち
た
滿
洲
熱
に
、
袁
良
は
强
い
違
和
感

を
抱
く
も
の
の
、
異
議
を
唱
え
る
こ
と
も
で
き
ず
た
だ
沈
默
す
る
し
か
な
い
。
袁

良
の
目
の
歬
に
あ
る
「
こ
の
酒
は
ど
う
し
た
っ
て
袁
良
の
心
の
中
の
山
葡
萄
酒
の

代
わ
り
に
な
れ
な
い
。
商
人
と
酒
屋
の
主
人
の
樂
し
そ
う
な
、
𤇆
草
と
酒
と
興
奮

の
た
め
に
赤
く
染
ま
っ
た
顏
は
、
袁
良
の
靑
ざ
め
て
寂
し
そ
う
な
顏
と
鮮
朙
な
對

照
を
な
し
て
い
た
（
這
酒
怎
麽
也
不
能
代
替
袁
良
心
中
的
山
葡
萄
酒
，
商
人
和
賣
酒
的
老

頭
底
快
樂
的
，
被
𤇆
酒
和
興
奮
的
感
情
染
紅
了
的
臉
，
和
袁
良
蒼
白
的
寂
寞
的
臉
成
了
一

個
朙
顯
的
對
照
）」
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
袁
良
は
深
い
悲
哀
を
抱
え
な
が
ら
、
迯

げ
る
よ
う
に
燒
鳥
屋
を
あ
と
に
す
る
。

こ
の
よ
う
に
「
異
國
篇
」
で
は
、
日
本
の
モ
ダ
ン
文
化
や
大
衆
に
對
す
る
滿
洲

國
靑
年
の
卑
屈
な
心
情
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
日
本
社
會
に
渦
卷
く
滿

洲
熱
に
は
、
植
民
者
と
し
て
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
朙
確
な
形

で
描
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
强
い
違
和
感
を
抱
き
な
が
ら
も
押
し
つ
ぶ
さ

れ
る
、
滿
洲
國
靑
年
の
悲
哀
に
焦
點
が
當
て
ら
れ
て
い
る
。

③
滿
洲
國
靑
年
の
再
生

こ
れ
に
續
く
「
話
舊
篇
」
で
は
、
袁
良
の
再
生
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
燒

鳥
屋
を
出
た
後
、
袁
良
は
幼
馴
染
の
蓮
に
偶
然
出
會
う
。
そ
し
て
留
學
の
た
め
來

日
し
た
と
い
う
蓮
が
母
親
と
暮
ら
す
豪
華
な
洋
館
に
招
か
れ
る
。
袁
良
は
そ
こ
で

日
本
と
融
合
し
な
が
ら
も
中
國
人
ら
し
さ
を
保
っ
た
生
活
樣
式
を
目
に
す
る
の
で
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あ
る
。

袁
良
は
そ
の
洋
館
で
北
京
式
の
挨
拶
で
迎
え
ら
れ
、
通
さ
れ
た
日
本
式
の
居
閒

に
は
鄭
孝
胥
〔
滿
洲
國
の
初
代
國
務
院
總
理
。
滿
洲
國
の
獨
自
性
を
主
張
し
關
東
軍
と
對

立
し
た
た
め
、
一
九
三
五
年
に
辭
任
に
追
い
込
ま
れ
る
。
書
家
と
し
て
も
㊒
名
〕
の
書
の

掛
軸
が
掛
け
ら
れ
、
召
使
の
な
か
に
は
日
本
人
の
女
中
も
含
ま
れ
て
い
た
。
袁
良

が
慣
れ
な
い
胡
坐
を
か
こ
う
と
す
る
と
、
蓮
は
「
私
た
ち
は
日
本
人
じ
ゃ
な
い
ん

だ
か
ら
、
胡
坐
の
練
習
な
ん
て
す
る
こ
と
な
い
わ
よ
（
我
們
又
不
是
日
本
人
，
用
不

著
練
習
盤
腿
）」
と
い
う
。
そ
し
て
蓮
の
母
親
は
「
日
本
茶
に
は
な
い
濃
厚
な
香
り

を
も
つ
（
帶
著
日
本
茶
沒
㊒
的
濃
郁
的
香
味
）」
中
國
茶
を
ふ
る
ま
う
。
袁
良
は
蓮
や

そ
の
母
親
が
こ
の
よ
う
な
快
㊜
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く
。
ま
た
彼
女

た
ち
か
ら
慈
愛
を
も
っ
て
接
さ
れ
、
袁
良
は
「
世
閒
の
冷
笑
を
經
驗
し
た
後
に
他

人
か
ら
子
供
の
よ
う
に
大
切
に
さ
れ
た
（
在
嘗
過
了
人
世
閒
的
冷
嘲
之
後
又
被
人
慈
愛

地
看
成
孩
子
）」
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
し
て
二
人
に
勸
め
ら
れ
、
袁
良
は
滿
洲
國
に

殘
し
て
き
た
妻
・
鳳
凰
を
迎
え
に
行
き
、
日
本
で
も
う
一
度
や
り
直
す
こ
と
を
決

意
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
「
話
舊
篇
」
で
は
、
袁
良
が
中
國
人
と
し
て
の
自
尊
心
を
取
り
戾

し
、
日
本
で
再
生
す
る
決
意
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
先
に
は
日
本
と
共
生
し
な

が
ら
も
滿
洲
國
の
中
國
人
と
し
て
の
獨
自
性
を
保
ち
な
が
ら
生
き
て
い
く
未
來
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

梅
娘
の
日
本
を
舞
臺
に
し
た
作
品
群
で
は
、
主
人
公
は
そ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
世
界

の
な
か
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
日
本
の
階
層
社
會
、
日
本
人
の
滿
洲
國
に
對
す
る

幻
想
、
植
民
者
と
し
て
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
見
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
と
同
時

に
、
主
人
公
の
近
代
的
な
モ
ダ
ン
文
化
へ
の
順
應
や
憧
憬
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま

れ
る
ジ
レ
ン
マ
や
葛
藤
、
卑
屈
な
心
情
も
ま
た
、
日
本
の
支
配
に
對
す
る
鬱
屈
や

抵
抗
意
識
と
絡
み
合
っ
た
形
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
從
來
の
硏
究
で
見

過
ご
さ
れ
て
き
た
、
梅
娘
の
描
く
も
う
一
つ
の
「
日
本
」
の
姿
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

そ
し
て
日
本
滯
在
朞
の
作
品
で
あ
る
「
僑
民
」
や
「
女
難
」
と
、
戰
爭
末
朞
の

作
品
「
異
國
篇
」「
話
舊
篇
」
で
は
、
日
本
の
描
き
方
に
大
き
く
變
化
が
生
じ
て

い
た
。「
僑
民
」
や
「
女
難
」
で
は
主
人
公
の
日
本
に
對
す
る
眼
差
し
は
必
ず
し

も
朙
確
で
は
な
く
、
梅
娘
自
身
の
視
點
に
も
日
本
社
會
と
同
化
し
て
い
る
部
分
が

見
ら
れ
た
。
し
か
し
「
異
國
篇
」「
話
舊
篇
」
で
は
主
人
公
の
滿
洲
國
靑
年
が
日

本
社
會
と
向
き
合
う
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
滿
洲
國
と
日
本
と
の
閒
で
葛

藤
し
、民
族
の
獨
自
性
を
希
求
す
る
心
理
に
深
く
踏
み
入
っ
て
い
る
。ま
た「
僑
民
」

や
「
女
難
」
で
は
舞
臺
が
梅
娘
自
ら
の
生
活
圈
で
あ
っ
た
阪
神
閒
で
あ
り
、
主
人

公
も
梅
娘
自
身
を
投
影
し
た
と
思
わ
れ
る
滿
洲
國
女
性
で
あ
っ
た
の
に
對
し
、「
異

國
篇
」「
話
舊
篇
」
で
は
「
日
本
」
を
象
徵
し
う
る
帝
都
東
京
を
舞
臺
と
し
て
お
り
、

主
人
公
も
國
家
を
憂
え
る
滿
洲
國
男
性
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
變
化
か
ら
は
、
梅
娘
が
戰
爭
末
朞
に
日
本
と
接
近
す
る
な
か
で
、
む

し
ろ
中
國
知
識
人
と
し
て
の
意
識
を
强
め
、
日
本
社
會
と
向
き
合
い
、
そ
し
て
滿

洲
國
と
日
本
の
關
係
性
を
模
索
し
、
そ
れ
を
自
覺
的
に
描
き
だ
そ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
作
品
群
に
は
梅
娘
が
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
世
界
の
光

と
闇
に
直
面
し
、
そ
れ
に
呑
み
こ
ま
れ
る
危
機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
中
國
知

識
人
と
し
て
の
思
索
を
深
め
て
い
く
過
程
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。



梅
娘
の
描
く
「
日
本
」

三
〇
一

　

㊟
（
１
）　

代
表
的
な
梅
娘
硏
究
と
し
て
は
、
張
泉
『
抗
戰
時
朞
的
華
北
文
學
』
第
八
章
第
二

節
、
貴
州
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
岸
陽
子
「
梅
娘
の
短
編
小
說
「
僑
民
」

を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
國
文
學
硏
究
』
二
六
號
、
二
〇
〇
〇
年
）、
岸
陽
子
「「
滿
洲
國
」

の
女
性
作
家
、
梅
娘
を
讀
む
」（『
中
國
知
識
人
の
百
年
』
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
二

〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。

（
２
）　Poshek Fu, Passivity, resistance, and collaboration : intellectual 

choices in occupied Shanghai, 1937-1945 

（Stanford U
niversity 

Press, 1993

）

（
３
）　

代
表
的
な
硏
究
に
、
陳
言
『
忽
値
山
河
改
』（
中
央
編
譯
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）

が
あ
る
。

（
４
）　

梅
娘
作
品
に
お
け
る
「
日
本
」
に
つ
い
て
槪
觀
す
る
先
行
硏
究
と
し
て
、張
欣
『
梅

娘
と
中
國
「
淪
陷
區
」
文
學
』
第
三
部
（
東
京
大
學
博
士
論
文
、
一
九
九
九
年
）、

王
珏
『
梅
娘
小
說
中
的
日
本
人
形
象
』（
吉
林
大
學
碩
士
學
位
論
文
、
二
〇
一
一
年
）

が
あ
る
が
、
作
品
紹
介
に
止
ま
っ
て
お
り
、
深
い
考
察
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
５
）　

長
篇
小
說
『
小
婦
人
』
は
『
中
國
文
學
』
に
一
九
四
四
年
一
⺼
か
ら
九
⺼
に
わ
た

っ
て
連
載
さ
れ
て
お
り
、全
部
で
「
雙
燕
篇
」、「
夜
行
篇
」、「
姐
弟
篇
」、「
黃
昏
篇
」、「
西

風
篇
」、「
白
☃
篇
」、「
異
國
篇
」、「
話
舊
篇
」
の
八
篇
に
分
か
れ
て
い
る
（
た
だ
し
「
黃

昏
篇
」
の
み
『
苗
是
怎
樣
長
成
的
』
新
民
印
書
館
、
一
九
四
四
年
に
收
錄
）。

（
６
）　

例
え
ば
梁
山
丁
「
臭
霧
中
」（『
大
同
報
』
一
九
三
三
年
十
一
⺼
五
日
・
十
二
日
・

十
九
日
）、
王
秋
螢
「
血
債
」（『
華
文
大
阪
每
日
』
第
六
卷
十
一
號
、
一
九
四
一
年

六
⺼
一
日
）
な
ど
。

（
７
）　

例
え
ば
小
松「
男
與
女
」（『
華
文
大
阪
每
日
』一
九
三
九
年
九
⺼
十
五
日
）、田
瑯「
感

傷
的
散
步
者
」（『
華
文
大
阪
每
日
』
三
卷
十
二
朞
、
一
九
三
九
年
十
二
⺼
十
五
日
）、

但
娣
「
櫻
芲
的
季
節
」（『
安
荻
和
馬
華
』
開
朙
圖
書
公
司
、
一
九
四
三
年
）
な
ど
。

（
８
）　
「
僑
民
」
と
「
女
難
」
の
先
行
硏
究
に
つ
い
て
は
、本
論
第
三
章
で
詳
し
く
述
べ
る
。

（
９
）　

代
表
的
な
硏
究
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。Shu-m

ei Shih

（
史
書
美
）, The 

lure of the m
odern : w

riting m
odernism

 in sem
icolonial China, 

1917-1937

（U
niversity of California Press, 2001

）、
鈴
木
將
久
『
上
海

モ
ダ
ニ
ズ
ム
』（
中
國
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。

（
10
）　

時
代
背
景
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
獻
を
參
照
。
Ｌ
・
ヤ
ン
グ
著
『
總
動
員
帝
國

―

滿
洲
と
戰
時
帝
國
主
義
の
文
化
』（
加
藤
陽
子
・
川
島
眞
ほ
か
譯
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
一
年
）、
吉
見
俊
哉
「
帝
都
東
京
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
文
化
政
治
」（
小
森
陽
一
・

千
野
香
織
ほ
か
編
『
擴
大
す
る
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、
ア
ン

ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
「
消
費
、
生
活
、
娛
樂
の
「
貫
戰
史
」」（
倉
澤
愛
子
・
杉
原
逹

ほ
か
編
『
日
常
生
活
の
中
の
總
力
戰
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
11
）　

昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
南
博
「
日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」（
南
博

編
『
現
代
の
エ
ス
プ
リ　

日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
一
八
八
號
、
一
九
八
三
年
三
⺼
）、

菅
野
聰
美
「
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
關
す
る
一
考
察
」（『
近
代
日
本
硏
究
』
六
號
、
一

九
八
九
年
）
を
參
照
。

（
12
）　

阪
神
閒
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
竹
村
民
郞
『
阪
神
閒
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考
』（
三

元
社
、
二
〇
一
二
年
）
等
を
參
照
。

（
13
）　

堅
矢
「
異
地
相
逢―

赴
日
視
察
別
記
之
二
」『
大
同
報
』
一
九
三
九
年
十
二
⺼

二
一
日

（
14
）　

堅
矢
「
六
甲
山
下
訪
梅
娘―

赴
日
視
察
別
記
之
一
」『
大
同
報
』
一
九
三
九
年

十
二
⺼
十
九
日

（
15
）　
「
佐
藤
太
太
」（『
藝
文
雜
誌
』一
卷
三
朞
、一
九
四
三
年
九
⺼
）、「
爲
日
本
女
性
祝
福
」

（『
婦
女
雜
誌
』
六
卷
五
・
六
號
、
一
九
四
五
年
六
⺼
一
日
）

（
16
）　

飜
譯
原
本
（
揭
載
誌
・
揭
載
年
⺼
日
）
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。
久
米
正
雄
『
白

蘭
の
歌
』（『
東
京
日
日
新
聞
』・『
大
阪
每
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
八
⺼
三
日
〜
一
九

四
〇
年
一
⺼
九
日
、
の
ち
單
行
本
『
白
蘭
の
歌
』
新
潮
社
、
一
九
四
〇
年
三
⺼
と
し

て
出
版
）、
長
谷
健
「
滿
洲
で
見
た
子
供
」
一
九
四
〇
年
八
⺼
、
初
出
不
詳
）、
小
田



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

三
〇
二

嶽
夫
「
沃
野
と
快
速
車
」（『
文
藝
春
秋 

現
地
報
吿
』
一
九
三
九
年
九
⺼
號
）、
吉
屋

信
子
「
滿
洲
大
陸
の
土
に
生
く
る
人
々
」（『
主
婦
之
友
』
一
九
四
〇
年
十
一
⺼
號
、

岡
田
禎
子
「
滿
洲
紀
行
・
車
窓
風
景
」
一
九
四
〇
年
に
執
筆
、
初
出
不
詳
）、
丹
羽

文
雄
『
母
の
靑
春
』（
朙
石
書
房
、一
九
四
〇
年
十
⺼
）、石
川
逹
三
『
母
系
家
族
』（『
東

京
日
日
新
聞
』・『
大
阪
每
日
新
聞
』
一
九
四
〇
年
六
⺼
十
一
日
〜
十
一
⺼
八
日
、
の

ち
に
單
行
本
『
母
系
家
族
』
新
潮
社
、
一
九
四
〇
年
十
二
⺼
と
し
て
出
版
）、
細
川

武
子
『
女
學
生
記
』（
㊒
光
社
、
一
九
四
一
年
三
⺼
）。
詳
細
は
拙
稿
「
滿
洲
國
作
家
・

梅
娘
の
日
本
に
お
け
る
文
學
經
驗
」（『
中
國
東
北
文
化
硏
究
の
廣
場
』
四
號
、
二
〇

一
七
年
揭
載
豫
定
）
を
參
照
。

（
17
）　
『
白
蘭
の
歌
』
は
一
九
三
九
年
十
一
⺼
三
〇
日
公
開
（
東
寶
映
畫
・
滿
洲
映
畫
協

會
製
作
）、『
母
系
家
族
』
は
一
九
四
一
年
一
⺼
三
十
日
公
開
（
日
活
・
多
摩
川
製
作
）、

『
女
學
生
記
』
は
一
九
四
一
年
八
⺼
二
七
日
公
開
（
東
京
發
聲
映
畫
會
社
制
作
、
東

寶
映
畫
配
給
）。

（
18
）　

岸
陽
子
「
も
う
ひ
と
つ
の
『
白
蘭
の
歌
』―

梅
娘
の
飜
譯
を
め
ぐ
っ
て
」（『
植

民
地
文
化
硏
究
』
三
號
、
二
〇
〇
四
年
）
を
參
照
。

（
19
）　
『
總
動
員
帝
國―

滿
洲
と
戰
時
帝
國
主
義
の
文
化
』（
歬
揭
）
を
參
照
。

（
20
）　
『
母
系
家
族
』
飜
譯
に
つ
い
て
は
、張
志
晶
「
石
川
逹
三
『
母
系
家
族
』
試
論
」『
早

稻
田
大
學
大
學
院
敎
育
學
硏
究
科
紀
要
』
別
册
十
號
、
二
〇
〇
二
年
）、
張
志
晶
「
梅

娘
「
手
術
を
歬
に
」
考―

石
川
逹
三
『
母
系
家
族
』
と
の
接
點
」（『
比
較
文
學
』

四
五
號
、
二
〇
〇
二
年
）
を
參
照
。

（
21
）　
『
女
學
生
記
』
の
飜
譯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
滿
洲
國
作
家
・
梅
娘
の
日
本
に
お

け
る
文
學
經
驗
」（
歬
揭
）
を
參
照
。

（
22
）　

戰
時
下
に
お
け
る
女
性
の
動
員
や
銃
後
の
女
性
に
對
す
る
梅
娘
の
認
識
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
豫
定
で
あ
る
。

（
23
）　

木
村
一
信
編『
戰
時
下
の
文
學―

擴
大
す
る
戰
爭
空
閒
』（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
會
、

二
〇
〇
〇
年
）、
中
島
佐
和
子
「
岡
田
禎
子
〈
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
〉
の
翼
贊
」（
新
・
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
の
會
編
『
昭
和
歬
朞
女
性
文
學
論
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
六
年
）

な
ど
を
參
照
。

（
24
）　
「
梅
娘
の
短
編
小
說
「
僑
民
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
歬
揭
）、「「
滿
洲
國
」
の
女
性
作
家
、

梅
娘
を
讀
む
」（
歬
揭
）。

（
25
）　

近
代
日
本
に
お
け
る
時
閒
意
識
に
つ
い
て
は
、
橋
本
毅
彥
・
栗
山
茂
久
編
『
遲
刻

の
誕
生―

近
代
日
本
に
お
け
る
時
閒
意
識
の
形
成
』（
三
元
社
、
二
〇
〇
一
年
）、

西
本
郁
子『
時
閒
意
識
の
近
代―

「
時
は
金
な
り
」の
社
會
史
』（
法
政
大
學
出
版
局
、

二
〇
〇
六
年
）
を
參
照
。

（
26
）　

腕
時
計
に
つ
い
て
は
永
瀨
唯『
腕
時
計
の
誕
生
』（
廣
濟
堂
、二
〇
〇
一
年
）を
參
照
。

（
27
）　

陳
言
「『
大
同
報
』
與
〝
滿
洲
國
〟
時
朞
梅
娘
的
文
學
活
動
」（『
中
國
現
代
文
學

硏
究
叢
刊
』
二
〇
一
四
年
、
第
五
朞
）、
陳
言
『
忽
値
山
河
改
』
第
二
章
第
三
節
（
歬

揭
）
を
參
照
。
な
お
「
女
難
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
梅
娘
の
日
本
滯
在
朞
と
『
大

同
報
』
文
藝
欄―

小
說
「
女
難
」
と
梅
娘
の
描
く
日
本
」（『
中
國
二
一
』
四
三
號
、

二
〇
一
五
年
）で
も
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は「
女
難
」に
つ
い
て
梅
娘
の『
大
同
報
』

文
藝
欄
で
の
文
學
活
動
全
體
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
を
行
っ
た
が
、
本
論
で
は
と
く

に
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
の
關
連
に
着
目
し
て
檢
討
し
て
い
る
。

（
28
）　

小
說
中
で
は
歌
詞
の
一
節
（
原
文
「
獻
給
你
約
！ 

這
紅
的
唇
…
…
」）
が
引
用
さ

れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
こ
れ
は
「
赤
い
唇
」
の
中
で
最
も
印
象
的
な
一
節
「
赤
い
唇

な
ら 

あ
げ
ま
し
ょ
か
」
と
酷
似
し
て
い
る
。

（
29
）　

女
給
に
つ
い
て
は
、
㊟
（
11
）
の
ほ
か
、
小
林
眞
二
「
女
給
へ
の
ま
な
ざ
し
：「
つ

ゆ
の
あ
と
さ
き
」
と
同
時
代
女
給
表
現
」（『
日
本
文
化
硏
究
：
筑
波
大
學
大
學
院
博

士
課
程
日
本
文
化
硏
究
學
際
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
紀
要
』
九
號
、
一
九
九
八
年
）
を
參
照
。

（
30
）　

袁
良
が
再
生
を
決
意
し
た
洋
館
は
、
作
品
中
に
そ
の
住
所
が
朙
記
さ
れ
て
お
り
、

「
蔴
布
區
材
木
町
二
丁
目
八
番
地
」
と
あ
る
。
當
時
の
蔴
布
區
に
は
各
國
の
大
使
館

が
集
ま
っ
て
お
り
、
材
木
町
に
隣
接
す
る
櫻
田
町
に
は
滿
洲
國
大
使
館
が
、
飯
倉
町

に
は
中
華
民
國
大
使
館
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
梅
娘
は
こ
う
し
た
政
治
的
な
空
閒



梅
娘
の
描
く
「
日
本
」

三
〇
三

を
意
圖
し
て
配
置
し
た
の
だ
ろ
う
。
地
形
社
編
『
昭
和
十
六
年　

大
東
京
三
十
五
區

內

六
．
蔴
布
區
詳
細
圖
（
復
刻
）』（
人
文
社
）
を
參
照
。

〔
附
記
〕
本
硏
究
は
科
硏
費
（26770127

）
の
助
成
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。




